
あ  次の事象について、    に 

適切な言葉や式を入れて、１次関数で 

あることを示しなさい。 

① 現在、５００円の貯金がある。これから

毎月２００円ずつ貯金していく。 

 ヶ月後の貯金額を  円とする。 

を   の式で表すと 

となる。 

の形で表わされるので、 

は  の          である。 

 

② ３００ページの本がある。これから１日

１０ページ読んでいく。 日後の残りの

ページ数を  ページとする。 

を   の式で表すと 

となる。 

の形で表わされるので、 

は  の          である。 

 

③ 重さ１０ｇで１ｃｍ伸びるばねがある。

もとの長さは８ｃｍである。 

 ｇのおもりでは、  ｃｍのびる。 

を   の式で表すと 

となる。 

の形で表わされるので、 

は  の          である。 

次の事象について、    に 

適切な言葉や式を入れて、１次関数で 

あることを示しなさい。 

 

① 現在、３L の水が入っている水槽がある。

１分間に０.２L ずつ水を入れていく。 

 分後の水槽の水の量を  L とする。 

を   の式で表すと 

となる。 

の形で表わされるので、 

は  の          である。 

 

② １辺が  ｃｍの正方形がある。 

この正方形の周の長さを  ｃｍとする。 

  

を   の式で表すと 

となる。 

の形で表わされるので、 

は  の          である。 

 

③ 重さ１０ｇで１ｃｍ伸びるばねがある。

もとの長さは８ｃｍである。 ｇのおも

りでは、ばねの長さは  ｃｍになる。 

を   の式で表すと 

となる。 

の形で表わされるので、 

は  の          である。 

１２．１次関数であることを示す① 

１ ２ 


